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も高くかつ温度に依らず一定で、Ca 原子 2 個と N






　2013年 1月 28日、東京工業大学の細野教授のグループは、層状化合物 Ca2Nがイオン層の隙間に 2次
元電子層を生じさせる新たな構造のエレクトライド（電子化物）であることを発見した。イオン層の隙間
に電子層が存在し、そこを電子が流れるのは、通常の層状物質にはない新しい現象である。格子振動や不
純物による散乱を受けにくいために面方向の電気伝導度は大きくなり、銀や銅にも匹敵する。同グループ
は純粋で良質な Ca2N単結晶の作製と物性測定に世界で初めて成功し、今回の発見に至った。
参　考　1）　東京工業大学ニュースリリース：http://www.titech.ac.jp/file/pressrelease20130131_hosono.pdf
　　　　2）　nature 494, 336-340：http://www.nature.com/nature/journal/vaop/ncurrent/full/nature11812.html
トピックス1 イオン層の隙間に電子層が生じる2次元エレクトライドを発見
図表 1　Ca2N エレクトライドの構造
図表 2　Ca2N の電気伝導特性
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